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１ ． 日 時 平 成 年 月 日 （ 金 ） 校 時18 7 7 1
２ ． 学 級 年 組 男 子 名 女 子 名 合 計 名 南 校 舎 階2 2 20 16 36 2
３ ． 主 題 わ た し の 夢NEW HORIZON English Course Book 2 Multi Plus 1
４ ． 主 題 に つ い て

Multi Plus1 Unit 3 Listening Plus 3 Writing Plus 2 Book2は ， ， ， 学 習 後 の 発 展 的 か つ 実 践 的 な 内 容 に な っ て い る 。

で は 初 め て の で あ り ， 不 定 詞 の み な ら ず 既 習 事 項 を 駆 使 で き る 題 材 で あ る 。 で 「 不 定 詞 のMulti Plus Unit 3
副 詞 的 用 法 ・ 名 詞 的 用 法 」 を 新 出 文 法 事 項 と し て 扱 っ た あ と に 「 自 分 の 夢 」 を 英 語 で 語 る 活 動 を 通 し て，

そ れ ら を 統 合 的 に 使 用 す る こ と に な る 。 の 題 材 内 容 は ， コ ン ピ ュ ー タ ー を 通 し て ア ジ ア の 人 々 と コUnit 3
Listening Plus 3ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 中 で 「 マ ン ガ 」 と い う 共 通 の 話 題 で 情 報 交 換 を し て い る 。 さ ら に，

で は 日 本 ， 韓 国 ， ア メ リ カ の 中 学 生 の 意 識 の 違 い を 「 家 事 」 と い う つ の 話 題 で 比 較 し て い る 。 本 単 元1
で は ～ を 用 い て 自 分 の な り た い 職 業 を 挙 げ ， さ ら に 既 習 事 項 を 用 い て そ の 理 由 を 述 べ る こ と"I want to be ."
に な る 。 基 本 的 に は 「 自 分 の こ と 」 を 述 べ る 教 材 で あ る が ， こ れ ま で 他 国 の 子 供 達 の 「 マ ン ガ 」 や 「 家

事 」 に 対 す る 意 識 と い う 日 本 の 子 供 達 の そ れ と 共 通 す る 話 題 で 話 が 進 ん で き て お り ， さ ら に 本 主 題 の 最

後 に 掲 げ ら れ て い る で は 日 本 ， ア メ リ カ ， 中 国 の 中 学 生 の 職 業 に 関 す る 意 識 調 査 の 記 事 を 扱 っ"Challenge"
て い る 。 こ の こ と か ら 「 個 人 の 夢 」 だ け で は な く 「 他 国 の 子 供 達 の 夢 」 を 知 る 活 動 も 取 り 入 れ ， 他 国 の，

子 供 達 も ， 自 分 た ち と 同 じ よ う な 夢 を 持 っ て 生 き て い る こ と を 理 解 さ せ ら れ る 。 ま た そ の こ と で 国 境 を

， 。越 え て 世 界 の 子 供 達 一 人 一 人 が 将 来 の 夢 を 持 っ て 生 き て い る こ と を 認 識 さ せ ら れ る 貴 重 な 教 材 で あ る

年 組 の 生 徒 は 授 業 に 対 す る 姿 勢 が 非 常 に 積 極 的 で あ り ， 発 言 が 多 く ， 他 を 尊 重 し な が ら 言 語 活 動 を2 2
行 う 。 自 己 表 現 の 場 面 で は で き る だ け 自 分 の 表 現 し た い こ と を 具 体 的 に 話 し た り 書 い た り し よ う と す る

。 。 ，姿 勢 が あ る の 不 定 詞 の 学 習 で は 副 詞 的 用 法 の 定 着 が 不 十 分 で あ っ た こ れ は 語 順 の 問 題 が 大 き くUnit 3
例 え ば （ 私 は ゲ ー ム を す る た め に コ ン ピ ュ ー タ ー を 使 う ） の 文 で ， 目 的 を あ"I use a computer to play games. "。

ら わ す 語 句 の 位 置 が 日 本 語 と 英 語 で は 大 き く 違 う こ と が 主 な 原 因 と と ら え ら れ る 。 日 本 語 と 英 語 の 文 中

"I want to find some e-pals."で 「 行 為 と 目 的 」 の そ れ ぞ れ の ま と ま り の 違 い を 明 確 に 指 導 す る 必 要 が あ る 。 一 方

の よ う な 「 ＋ 動 詞 の 原 形 」 を 核 と す る 不 定 詞 の 名 詞 的 用 法 を 含 む 文 は 比 較 的 理 解 で き て い る 。 しwant to
か し な が ら 総 合 的 な 活 動 の 中 で の 運 用 段 階 に な る と 「 し た い こ と が あ る の に 不 定 詞 を 用 い て 表 現 す る こ

と に 気 が つ か な い 」 な ど の 問 題 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら ， 将 来 な り た い 職 業 ま た

は 憧 れ て い る 職 業 を 全 員 が 挙 げ て い る 。 し か し そ の 理 由 は 「 や り が い が あ り そ う 「 か っ こ い い 「 な ん」 」

と な く 」 な ど と 漠 然 と し て お り ， 具 体 的 な 理 由 を 不 定 詞 を 用 い て 表 現 し に く い こ と が 予 想 さ れ る 。

以 上 の よ う な 教 材 の 性 質 と 生 徒 の 実 態 か ら ， で は ， 自 分 の 夢 を 表 現 す る ～ を 言 語Multi Plus 1 "I want to be ."
活 動 の 中 心 と し な が ら ， そ の 理 由 を 職 業 の 性 質 の 側 面 か ら 整 理 し ， こ れ ま で 学 習 し た 文 型 を 用 い て 技4
能 を バ ラ ン ス よ く 使 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 を 展 開 し た い 。 活 動 を 通 し て ， 不 定 詞 を ま と ま り の あ

る 文 章 の 中 で 正 確 に 運 用 で き る 力 と ， 相 手 と 会 話 を つ な げ て 課 題 解 決 を 図 る 力 を 高 め ， 既 習 事 項 を 中 心

に 自 分 の 考 え を 工 夫 し て 表 現 し よ う と す る 姿 勢 を 養 い た い 。 ま た 世 界 中 の 子 供 達 が ど ん な 国 の 状 態 に あ

っ て も 自 分 た ち と 同 じ よ う な 将 来 の 夢 を 持 ち な が ら 同 じ 時 代 に 生 き て い る こ と を 理 解 さ せ た い 。

５ ． 指 導 と 評 価 の 計 画 (別 紙 )

６ ． 本 時 の 達 成 目 標

言 語 活 動 で ， 伝 え あ う 相 手 を 意 識 し て ， 話 そ う と し て い る 。コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

理 解 の 能 力 相 手 の な り た い 職 業 や そ の 理 由 を ， 日 本 語 を 用 い ず に ， 聞 き 取 っ て い る 。

自 分 の 考 え を ， 表 現 集 を よ り ど こ ろ に し て ， ま と め て い る 。表 現 の 能 力

表 現 の 能 力 不 定 詞 や 既 習 事 項 を 用 い て ， 伝 え た い 情 報 を ， 正 確 に 伝 え て い る 。

７ ． 本 時 の 指 導 の 構 想

( ) 本 時 の 構 想 及 び 留 意 点1
本 時 で は ま ず 読 み 取 り の 活 動 か ら 入 る 。 諸 外 国 の 子 供 達 の 将 来 な り た い 職 業 と そ の 理 由 を ， ま と ま

り の あ る 文 章 中 か ら 読 み 取 ら せ る 。 全 て の 情 報 を 読 み 取 ら せ る の で は な く ， 観 点 を 与 え て 必 要 な 情 報

だ け を 短 時 間 で 読 み 取 り ， そ の 情 報 を グ ル ー プ 内 で 情 報 交 換 す る こ と で 活 動 と す る 。 ま た こ のPractice
活 動 の 中 で 諸 外 国 の 子 供 達 の 夢 が ， 自 分 た ち と 同 じ よ う な も の で あ り ， 子 供 達 の 心 の 国 境 は 存 在 し な

い こ と に 気 づ か せ た い 。 次 に の 活 動 と し て ， 自 分 の 夢 を 英 文 に し ， フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て ペProduction
ア で 対 話 活 動 を す る 。 そ の 中 で 聞 き 慣 れ な い 職 業 名 に つ い て は 聞 き 返 し を さ せ た り ， 聞 き 返 さ れ た 側

は 可 能 な 限 り 日 本 語 を 使 わ ず に 職 業 内 容 を 説 明 さ せ た い 。 ま た 学 級 の 仲 間 が い ろ い ろ な 夢 を 持 っ て 生

き て い る こ と に 気 づ か せ た い 。

( ) か か わ り 合 い を い か す 手 だ て に つ い て2
本 時 で は 「 生 徒 同 士 」 の か か わ り 合 い を 大 切 に し た い 。 自 分 の 仲 間 は 進 路 に つ い て ど の よ う に 考 え

て い る の か を 英 語 で 情 報 交 換 す る こ と で 表 現 の 定 着 を 図 る 。 そ の た め に ま ず 諸 外 国 の 子 供 達 の 情 報

を 獲 得 さ せ ， そ れ を 伝 達 さ せ る 。 そ の 理 由 は 不 定 詞 の 名 詞 的 用 法 や 副 詞 的 用 法 の 復 習 と そ の 練 習 を す

る こ と に あ り ， さ ら に そ こ で 獲 得 し た 表 現 形 式 が 自 分 た ち の 夢 を 英 語 で 説 明 す る と き の よ り ど こ ろ に

つ な が る 。 し か し な が ら 練 習 で 獲 得 し た 表 現 形 式 だ け で は 名 分 の 自 己 表 現 に 対 応 で き な い の で ，36
。 「 」前 時 で 確 認 し た そ の 他 の 表 現 を 提 示 す る 必 要 が あ る こ れ ら の よ り ど こ ろ を も と に し て わ た し の 夢

を 英 語 で 表 現 さ せ る 。 活 動 中 は で き る 限 り 英 語 を 使 わ せ た い 。 そ れ は タ ー ゲ ッ ト セ ン テ ン ス の 使 用 だ

け で は な く ， 単 語 の 意 味 や ス ペ リ ン グ が わ か ら な い な ど の 問 題 や ， 相 手 が 自 分 の 話 し た こ と を 理 解 し

て く れ な い 場 合 に 別 な 表 現 で 言 い か え る な ど し て 英 語 を 豊 富 に 使 用 さ せ た い 。



８．本時の展開 〈 〉達成度 〈 〉学習速度 〈 〉取り組み方〈学習の仕方〉A B C
〈 〉見方・考え方 〈 〉興味・関心 〈 〉生活経験D E F

学習形態・教材・教具段階 過程 時間 学習活動 評価の視点・方法 指導上の留意点

学 前時の復習をする。 音読と日本語による内容 教科書1. 1. 1.
導 習 確認で本時のよりどころと

課 学習課題を把握する。 なる言語材料の確認をす2.
入 題 ５ る 〈 〉。 A

把 自分の夢を英語で語り合おう

握

プ 指定された国の情報を読みと キーワードに気づかせ， 各国情報シート3. 3. 3.
ラ り，フォーマットに従ってまと 必要な情報だけ読み取る指 読み取りシート

ク める。 示をする 〈 〉。 D
テ

ィ グループになり、まとめたもの 国別グループで話し合い 国別グループ4. 4. 4.
ス の確認や補足をし，まとめた情 なりたい全員がレポートで

。〈 〉報を他に伝えられるように練習 きるように練習させる A
する。

母集団に戻り 情報を伝えあう 聞き側には表現を選択さ 人グループ5. 5. 5. 4、 。

せる 〈Ｂ〉 聞き取りシート。

プ 自分がなりたい職業とその理由 [表現の能力](書く) 前時で整理した日本語に 個6. 6. 6. 6.
ロ を英文にする。 表現集をよりどころとして自分 よる理由の表現をよりどこ 対話シート

ダ の考えをまとめている。 ろに，これまでの活動で獲

ク 〈記述内容〉 得した表現や表現集を用い

シ 具体的な理由記述 文以上 て，他にも理解できるようA: 3
ョ 言いたいことに近い内容を板書 に自分の考えに近い表現にC:

展 ン やシートから選択する。 させる 〈 〉。 D

フォーマットに従って対話練習 挨拶，聞き返し，言いか ペア7. 7. 7.
をする。 えなどの表現を場面ととも

に指導する 〈 ・ 〉40 A F。

様々なペアを組み，自分のなり [表現の能力](話す) 日本語を使わないで活動 ペア8. 8. 8. 8.
たい職業とその理由を情報交換 させるが，言いかえが難し不定詞や既習事項を用いて，伝え

開 する。 かったり，相手の言っていたい情報を，正確に伝えている。

〈観察〉 る内容が理解できない場合

なめらかさ 言いかえ は最小限の日本語を使用さA:
原稿を読み上げさせる。 せる 〈 〉C: A。

[理解の能力] 理解できない語が出てき8. 8.
た場合はスペリングを確認相手のなりたい職業やその理由

させ，教師に英語で質問さを，日本語を用いずに，聞き取っ

せる 〈 〉ている。 。 C
〈観察〉

聞き返し 予測A:
キーワードを聞き取らせ，考えC:

させる。

［ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ］ 挨拶，声量，アイコンタ8. 8.への関心・意欲・態度

伝えあう相手を意識して活動し クトなど，対話の相手を意

ている。 識した活動をさせる 〈 〉。 F
〈観察〉

十分な声量 アイコンタクトA:
できるだけ相手を見ながら話さC:
せる。

終 ま 自己評価をする。 授業の感想を発表させる 評価シート9. 9. 9.。

と 〈 ・ 〉５ A E
末 め



指導と評価の計画 盛岡市立上田中学校

２ 年 英 語 単元（題材）名 わたしの夢 総時間 ２ 時間扱いMulti Plus 1

学習指導要領の指導事項
(聞くこと) ウ 質問や依頼などを聞いて適切に応じること。A
(話すこと） ウ 聞いたり読んだりしたことについて，問答したり意見を述べ合ったりすること。B
(読むこと) ウ 物語や説明文などのあらすじや大切な部分を読み取ること。C
(書くこと) ウ 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように書くこと。D

単元の目標 主な学習活動 評価規準 理解の能力 表現の能力 言語や文化の知識・理解コミュニケーションへの関心・意欲・態度

諸外国の子供達の将 ①諸外国の子供達の 表現集をよりどころとし 不定詞を用いて自分のなりB＝「おおむね満足でき 言語活動で，伝えあう相手 相手のなりたい職業やその

来の夢とその理由を 進路希望を資料から て自分の考えをまとめて たい職業を英文で正しく表ると判断される状況」 を意識して，話そうとして 理由を 日本語を用いずに， ，

読み取って他と情報 読み取りグループ内 いる。 現している。いる。 聞き取っている。

不定詞や既習事項を用い交換するとともに， でレポートする。
て，伝えたい情報を，正確自分の将来について ②自分のなりたい職
に伝えている。考え，英語で表現で 業とその理由を英語

きる。 にし，他と情報交換
する。 場面に応じて聞き返しを 相手のなりたい職業やそ なりたい理由を，既習の 理由の英文を，不定詞や既Ａ＝「十分満足できると

している。 の理由を，聞き返したり 文型で表現できるように 習の文型を用いて正しく書判断できる状況」の例 ，
推測しながら聞き取って 自分の考えを整理して書 いている。
いる。 いている。

発表原稿に頼りすぎずに
対話している。

表現集を手がかりにして 読み取るべき語句を指示 その職業になりたい理由 理由の英文を，ふさわしいＣ＝「努力を要すると判
教師にリピートさせる。 して考えさせる。 を，教師との対話の中で 内容のフレーズを与えて表断される状況」の生徒へ

まとめさせる。 現させる。の指導の手だての例
例文に必要な語句を入れ
ながら，教師の英語にリ
ピートして発表させる。

次 時 主な達成目標 主な学習活動 理解の能力 表現の能力 言語や文化の知識・理解コミュニケーションへの関心・意欲・態度

なりたい職業とその理由を なりたい職業とその 不定詞を用いて自分のなり
１ 考え，日本語を整理しなが 理由についての日本 たい職業を英文で正しく表

ら英文にできる 語を整理し，教科書 現している。
や資料を用いて英文

１ にする。

必要な情報を探して読み取 諸外国の進路希望情 表現集をよりどころとし言語活動で，伝えあう相手 相手のなりたい職業やその

１ り，獲得した情報を伝達し 報を読み取って相手 て自分の考えをまとめてを意識して，話そうとして 理由を 日本語を用いずに， ，

本時 たり，自分の情報を発信で に伝えたり，自分の いる。いる。 聞き取っている。

不定詞や既習事項を用いきる。 情報を相手に伝える。
て，伝えたい情報を，正確

に伝えている。



What do the young adults of this confused world want to be when they grow up? We

asked children in Damansara-Utama School in Malaysia

As a result of the survey, many boys said, "I want to be a police officer." And they

also told the reason, "I don't like bad people. I want to help good people." But the answer

from the girls was different. They said, "I want to be a doctor. I want to work for many

people."

What do the young adults of this confused world want to be when they grow up? We

asked children in Stabekk School in Norway.

As a result of the survey, many boys said, "I want to be a soccer player." And they

also told the reason, "I like soccer. I want to play soccer every day." But the answer from

the girls was different. They said, "I want to be a singer. I like singing and I want to

please many people."

What do the young adults of this confused world want to be when they grow up? We

asked children in Campo Charo School in Spain.

As a result of the survey, many boys said, "I want to be a soccer player." And they

also told the reason, "Many people in this country like soccer. I want to impress many

people." But the answer from the girls was different. They said, "I want to be a teacher. I

like children and I like teaching. I want to work for children."

What do the young adults of this confused world want to be when they grow up? We

asked many children in Brazil.

As a result of the survey, many boys said, "I want to be a lawyer." And they also told

the reason, "I want to help many people." But the answer from the girls was different.

They said, "I want to be a vet. I want to help sick animals."
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いろいろな国の子供達のなりたい職業を聞き取ろう

男子（ ）女子（ ）国名【マレーシア】

①悪人が嫌い ②善人を助けたい ③多くの人々のために働きたい

④サッカーが好きだ ⑤毎日サッカーをしたい ⑥歌うことが好き

⑦多くの人を喜ばせたい ⑧多くの人々を感動させたい ⑨子供が好

き ⑩教えることが好き ⑪子供達のために働きたい ⑫多くの人々

を助けたい ⑬病気の動物を助けたい

男子（ ）女子（ ）国名【ブラジル】

①悪人が嫌い ②善人を助けたい ③多くの人々のために働きたい

④サッカーが好きだ ⑤毎日サッカーをしたい ⑥歌うことが好き

⑦多くの人を喜ばせたい ⑧多くの人々を感動させたい ⑨子供が好

き ⑩教えることが好き ⑪子供達のために働きたい ⑫多くの人々

を助けたい ⑬病気の動物を助けたい

男子（ ）女子（ ）国名【スペイン】

①悪人が嫌い ②善人を助けたい ③多くの人々のために働きたい

④サッカーが好きだ ⑤毎日サッカーをしたい ⑥歌うことが好き

⑦多くの人を喜ばせたい ⑧多くの人々を感動させたい ⑨子供が好

き ⑩教えることが好き ⑪子供達のために働きたい ⑫多くの人々

を助けたい ⑬病気の動物を助けたい

男子（ ）女子（ ）国名【ノルウェー】

①悪人が嫌い ②善人を助けたい ③多くの人々のために働きたい

④サッカーが好きだ ⑤毎日サッカーをしたい ⑥歌うことが好き

⑦多くの人を喜ばせたい ⑧多くの人々を感動させたい ⑨子供が好

き ⑩教えることが好き ⑪子供達のために働きたい ⑫多くの人々

を助けたい ⑬病気の動物を助けたい

会話に必要な素材

Pardon?＊もう一度言ってほしい・・・

A (doctor)? What is it?＊相手の言っている職業がわからない・・・

＊相手は説明できないらしいのでとりあえずスペリング聞いてあとで

How do you spell it?先生に聞く・・・

Thank you.＊相手がこちらの要望に応えてくれたとき・・・

I see. Thank you.＊相手の説明を聞いてわかった・・・



自己評価シート
年 組 番 氏名2

．声量やスピードなど，相手に伝わるように活動しましたか。1

声量とスピードに気をつかった 声量に気をつけた 自分のことで精一杯A: B: C:
．表現集を参考に，自分の考えをまとめて英文を書けましたか。2

文以上で詳しく書いた 文で書いた 理由を書けなかったA:3 B:2 C:
．これまで学習した内容を使い相手に伝えられましたか。3

工夫して正確に伝えられた だいたい伝わっていた あまり伝わっていなかったA: B: C:
．相手の職業やその理由を日本語を使わないで聞き取れましたか。4

聞き返したり予測して正確に聞き取れた だいたいわかった あまりわからなかったA: B: C:
．授業の感想（自分のこと 会話した相手のこと など）5
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